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例   言
1.本書は、共同住宅建設に先立って行った王ノ壇遺跡第 5次発掘調査の報告書である。
2.図面整理は佐藤甲二・鈴木隆が、出土遺物の整理は平間亮輔が担当したと本書の執
筆は鈴木が、また編集は佐藤 ,鈴木が行ったj

3.出上した陶磁器の産地、年代については仙台市立博物館 佐藤洋氏よりご教示を頂
いた。         イ

4_本調査における出土遺物、図面、写真等の資料tF仙台市教育委員会で
=着
保管して

いるので、活用されたい。

例

1.本書中の土色については「新版標準土色帖」 (小山・竹原)を使用した。
2.本書中の地形図には国土地理院発行の 2万 5千分の 1「イ山台西南部」、「仙台東南部」
を合成したものを使用した。

3.本書使用している方位は真北で統一している。
4,図中の座標値は、平面座標系Xに よっている。
5。 本書中の遺構略号は以下のとおりに表している。     |
SD:溝跡    SK:土 坑

i

6.1遺物の登録には、以下の略号を使用した。

C:非ロクロ成形の上師器   E:須 恵器   G:土 師質土器   I:陶 器
」:磁器    K:石 器・石製品 「‐ N:金属製品   P:土 製品
7.陶磁器の実測図中、中軸線が 1点鎖線のものは反転実測したものである。
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I 遺跡の概要
遺跡は仙台市地下鉄富沢駅の東約 800mの 太白区大野田に位

置し、名取川の支流、魚川の右岸に形成された自然堤防上に立

地している。遺跡は東側 (旧魚川方面)に下がる緩斜面上にあ

り、標高は 10～ 1lmで ある。これまで本遺跡では 1～ 4次の調

査が行われており、縄文時代から中世にかけての複合遺跡であ

ることが判明している。昭和 63年から平成 3年にかけて実施さ

れた 1次調査では、鎌倉時代頃の武士階級の屋敷跡とそれに隣

接する宗教施設の跡、火葬墓、道路跡、区画溝等が検出されて

いる。今回の第 5次調査区 (★ 印)は、 1次調査 I区北半で検

出された中世全体区画溝の延長線上に位置している。

第 1図 遺跡位置図 (1/25000)
1 王ノ壇遺跡 2 王ノ壇古墳 3 大野田古墳群 4 大野田遺跡

遺跡周辺には、王 ノ壇古墳 (2)多数の古墳群及び中世の道路跡が検出された大野田古墳群 (3)、 多量の縄文

土器や土偶が出上 した大野田遺跡 (4)、 また、北側には後期旧石器時代の石器や埋没林に加え、弥生時代か ら続

く複数の水田跡が重層的に検出された富沢遺跡、北東には 7世紀代にさかのばる官衡遺跡である郡山遺跡など、仙

台市内でも特に重要な遺跡が複数存在する。なお、王 ノ壇遺跡のより詳 しい自然及び歴史的環境については、王ノ

壇遺跡第 1次調査発掘調査報告書に記載があり、 これを参照されたい (仙台市教育委員会 2000)。

参考文献 :仙台市教育委員会 (2000)「仙台市 王ノ壇遺跡一都市計画道路「川内・柳生線J関連遺跡―発掘調査報告書 XJ『仙台市文化
財調査報告書第 249集』

Ⅱ 第 5次調査の概要
1.調 査要項

遺 跡 名 王ノ壇遺跡 (宮城県遺跡番号 01428 仙台市文化財登録番号 C-309)

所 在 地 仙台市太白区大野田字北屋敷 211、 221の 各一部、 19-1、 20、 37、 21-1の 地先水路

調査主体 仙台市教育委員会 (生涯学習部文化財課)

調査担当 調査係主査 佐藤甲二  同主事 鈴木 隆

調査期間 平成 15年 6月 9日 ～同年 6月 12日

調査面積 約 126ポ

2.調 査方法 (第 2図 )

建設予定地に 3× 42mで、約 126雷 の調査区を設定 した。調査区の両端 2ヶ 所に Pl(西 )、 P2(東)を設けた。

それぞれの平面直角座標系Xに おける座標値は、Plが X=「 198.483km、 Y=4 205km、 P2が X=-198.502km、 Y=

4 240kmで 、2点間の距離は 40246mで ある。Plと P2を結ぶ東西ラインを基軸線とし、Plを 00に 、lm間隔で

東方向は E01、 E02、 E03…、西方向は W01、 W02、 W03… とした。南北方向についても同様に、それぞれ S01、 S

02-、 N01、 N02-と した。

第 2図 調査区配置図



3.基 本層序

調査区内における基本層序は I～Ⅵ層である。なお、現地表面直下には調査区全域にわたって 05～ 1.2mの 盛土

層があり、基本層序はその下層より命名したものである。以下、各層の特徴について述べる。

I層 :オ リーブ褐色 (2.5Y4/3)砂 質シル ト。断続的ではあるが、調査区のほぼ全域に分布 している。層厚は 10

～40cmで 、上部は部分的に盛土によるかく乱を受けている。下面にはやや起伏が認められる。鉄分の集積は見ら

れない。現代以降の水田土壌である。

Ⅱ層 :暗灰褐色 (25Y4/2)砂 質シル ト。 I層 と同様、断続的に調査区全域に分布 している。層厚は 10～ 20cmで

ある。下面には緩やかな起伏が認められる。鉄分の集積は見られない。近世以降の水田土壌か。

Ⅲ層 :灰オリーブ色 (5Y5/2)砂 質シル ト。調査区東側にのみ分布 している。層厚は 10～ 20cmで ある。下面には

起伏が認められる。近世以降の水田土壌か。

Ⅳ層 :灰黄色 (2.5Y6/2)シ ル ト①細砂をブロック状に少量含む。 I、 Ⅱ層と同様、断続的に調査区全域に分布 し

ている。層厚は 10～ 15cmで ある。下面には顕著に起伏が認められる。下部に下層ブロックを合む。鉄分の集積は

見られない。近世末以降の水田土壌である。

V層 :灰オリーブ色 (5Y6/2)砂質シル ト。調査区西側のみに分布する。層厚は 5～ 10cmと薄い。下面には顕著

に起伏が認められる。下層ブロックを含む。鉄分の集積は見られない。近世初頭の水田土壌か。

Ⅵ層 :黄褐色 (25Y5/4)砂 質シル ト。調査区全域に分布する。層厚は 50cm以 上になると考えられる。なお本層

は、前述 した 1次調査における基本層序Ⅵ層に姑応するものと考えられる。1次調査においては、Ⅵ層上面が古代

及び古墳時代中期の古墳などの検出面とされている。

ほとんどの遺構が確認されたⅥ層上面での地形をみると、全体的には西から東にかけて下 り傾斜となっており、

調査区の東西端では約 15mの標高差が認められる。また、Ell～ E12の 間に比高差約 50cmの やや急な傾斜 (以下

段差)が確認された。 しかしこの部分の傾斜が自然地形を反映したものか、後世の掘削によってつくり出されたも

のかは不明である。それ以後の基本層もこれらの地形を反映した状態で堆積している。

4.調 査概要

平成 15年 6月 9日 より作業開始。重機により盛土層及び遺構検出直上面まで掘削を行い、その後は人力による

精査を行った。遺構の測量は、後述の基準点 Plを 利用 した簡易遣 り方によって 1/20の 遺構全体図を作成 し、調

査区断面図、遺構断面図についても 1/20の 実測図を作成した。記録写真については全てデジタルカメラによって

行った。平成 15年 6月 12日 、全ての作業を終え調査終了。

第 5次調査では、土坑 1基 (SKl)、 溝跡 4条 (SDl～ 4)、 水田跡 1期 (Ⅳ層水田跡及びこれに伴う区画、水路

―SD5 )、 水路跡 1条 (SD5)の 各遺構が検出された (第 3図 )。 遺構確認面はいずれもⅥ層上面で、重複関係は

ない。遺構は最 も標高の高い西端に SKl、 SDlが位置しており、段差をおりてすぐSD2、 SD3、 SD4と続 く。そ

してⅣ層水田跡、水路跡 (SD5)が最も低い東側に位置している。

遺物は 175点 出土 している (表 1)。 基本層からの出土はなく、全体の約 90%はⅣ層水田跡の区画及び水路跡

(SD5)か らの出土である。時期的により古い遺物としては、 ピエスエスキーュ、凹石や非ロクロの土師器などが

挙げられる。出土遺物のほとんどは陶器、磁器である。 13～ 14cの 中世陶器、 16c、 16～ 17cの 陶器、磁器が数点

ある他、特に 18～ 19c前半の資料が最も多 く出土 している。陶器、磁器のほかには、砥石、硯、土人形、古銭、

蹄鉄などが出土している。
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Ⅲ 検出遺構と出土遺物
1.SKl(第 4図 図版 1-4、 5)
E00～ E02の 間に位置する。平面形は調査区南壁にかけて全体の 2/3程が確認されている。上端規模は東西約 17

m、 南北約 1.3m以上で、深さは約 07mである。平面形は上端が不整円形、下端は掘りすぎのため不明である。

断面形はやや開き気味の U字形を呈する。堆積土は 2層から成り、堆積± 2層 はⅥ層土とV層上の混合土で人為

的に埋められたものである。遺物は埋± 2層中より17c初頭頃の、志野産の陶器が 1点 (1)出上したのみである。

2,SDl(第 4図 図版 1-1～ 3)
W00の 西側、調査区の最も西端に位置する。上端幅は約 0.5m、 深さ約 05mである。溝幅はほぼ一定で、西側

に対しやや内湾する、弧状を呈する。断面形はややオーバーハングしている。底面は部分的に凹凸を有するものの、

概ね平坦である。堆積土は 4層 に分けられるが、基本層序中にはみられない黒色土を合み、Ⅵ層以降に堆積した旧

表土が堆積したものと考えられる。遺物は堆積± 1層 中より非ロクロの土師器が 2点 (2)出土している。

3,SD2(第 4図 図版 1-6、 8、 10)

E12～ E14の 間に位置する。上端幅 08～ 1lm、 深さ約 0,3mである。方向はN-22° ―Eで、直線的である。上

端幅は北側でやや広くなる。断面形は東半部が 10cmほ ど一段浅くなっており、階段状となっている。底面は概ね

平坦で、壁はやや急に立ち上がる。堆積土は 3層 に分けられ、そのうち堆積± 3層 についてはより古い溝跡のもの

である可能性もある。しかし、他の堆積土との間に、異なる遺構とするだけの上層の違いが見られないことから、

可能性を指摘するに止めたい。遺物は堆積± 2層中より、凹石 1点 (3)、 石製品 2点が出土している。

4.SD3(第 4図 図版 1-6、 7、 11)

E14～ E16の間に位置する。上端幅約 1.5～ 1,7m、 深さ約 0.4mである。方向はN-29° ―Eで直線的である。溝

幅は北側で若千狭くなる。断面形は開いた U字形で壁も緩やかに立ち上がる。堆積土は 2層から成り、下層は粘

質土で上層は粗砂をラミナ状に多量含む。遺物は出土していない。

5。 SD4(第 4図 図版 1-9)
ほば E18の ライン上に位置する。上端幅約 0.3～ 0.4m、 深さ約 0.2mで ある。方向は N-26° ―Eで直線的であ

る。溝幅は南北両端部でやや狭くなる。断面形はU字形である。底面は概ね平坦で、壁の立ち上がりは SD2と 同

様やや急である。堆積土は 2層に分けられ、下層にはⅥ層土が混入する。遺物は出土していない。

6。 Ⅳ層水田跡 (第 3、 5、 6図 図版 2-12～ 17)

調査区全域に耕作上の広がりが認められた。水田上面は、上層のかく乱による削平を受けており、残存状況は悪

い。上面の標高は9m前後で、東側への緩やかな下り傾斜を示す。調査区東半で、水田区画の痕跡が 1区画と水路

(SD5)が検出されたが、畦畔は調査開始時の重機による掘削のため、平面的に確認することができなかった。耕

作土は灰黄色 (2.5Y6/2)シ ル ト (基本層Ⅳ層)で層厚は平均約 10cmで ある。下面は起伏が顕著で、下層を巻き

上げたブロックが少量認められるが、鉄分の集積は見られない。なお、当水田跡は水路が付いた段階 (古期)、 こ

れを埋めた段階 (新期)の 2時期の変遷が認められた。

<畦畔> 畦畔は調査区南壁 。東壁・北壁の断面観察により、新期の段階のもので確認されている。南北水路の東
側に幅約 50cmで約 20cmの 高まり (第 5図 -2)、 東西水路上から北側に幅 lm以上で 30cm以上の高まり

(第 5図 -3)を持つものである。直下層のⅥ層上面には、擬似畦畔 Bが形成されている。また、Ⅱ層段階も同様の

盛り上がりが認められ、畦畔の踏襲が観察される。

<区画> 区画の痕跡として確認された。E20～ E27の 間に位置し、Ⅵ層の凹部として検出されている。方形区画
で、規模は東西約 6.Om(N-121° ―E)、 南北 17m以上である。また区画内東半部のⅥ層上面において、馬か牛



V唐ブロック少量。
V層ブロックタ霊。

SKl断面 (SP、 AAウ

堆 |:暗オリーブ色 (5Y4/4)シ ルト。V層フ[
堆 2:暗オリーブ色 (5Y4/4)シ ,レ ト。V層ブ[

SDl調査区南壁断面

進 1:皓灰黄色 (25Y4/2)粘質ンル ト。細砂少霊。
建 2:暗灰黄色 (25Y4/2)粘質シル ト。
堆 3:皓灰黄色 (26Y4/2)粘質シル ト。10砂少畳。

SD3土層注記
雉1:暗灰黄色 (25Y4/2)粘質シルト。IIl砂多霊。
堆21灰オリーブ色 (5Y5/2)粘 質シルト。

SD4■層注記
堆 1:オ リーブ掲色 (25Y4/3)シル ト
堆 2:黄掲色 (26V6/4)砂質シル ト
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出土違物

NO 登録番号 遺 構 出土屑 種 別 器 種

1 SKl 堆 2 陶器 不 明

部位・残存度 外 面 内面 産地 製作年代 特徴・ 備考

体部破片 石釉、鉄4 長石釉 志 野 16c末～ 17c初

NO 登録番号 遺橋 出土層 種 別 器 種

2 C■ SDl 堆 1 土師器 不 明

部位・残存度 外面 内面 特徴・備考

体部破片 ミガキ 不明 内外面磨滅・ 同一個体 もう 1点 出土

NO 登録番号 遺構 出土層 種別 器種 部位・残存度

8 K2 SD2 堆 2 石器 凹石 完形

最大長 cm 註大幅 cn 融大厚 cH 重量 g 特徴・備考    1図 版番号
2720 安山岩、凹み表裏面にな1、 一部擦痕有1図版 3-2(

第 4図  SKI、 SDI～SD4平・断面図及び出土遺物



i Ⅳ層水倒跡水路 (SD5)水 利施設平面

2 Ⅳ層水口跡調査区南壁晰面

IV層水田跡平・断面図

SD5土 層注記
堆1:灰オリーブ色 (5Y5/3)砂質シルト。粗砂多量。

●木杭

第 5図

Ⅳ

登録番号 遺構 出上層 種別 器種 部位・残存度 ヨ径 cn 底径 cr 【高 cn /tt地 製作年代 外面 内面 特徴 。備考 図版器号

〔15 堆 陶器 鉢 日縁部 不明 不 明 不明 在地 18～ 14e ロクロロ、露胎 ロクロロ、露胎 図版 31

SD5 堆 陶器 鉢 体部破片 不明 不 明 不明 不明 18～ 14c ロクロロ、露胎 ロクロロ、露胎 図版 32

3 底 面 ltJ器 指鉢 体部破片 不明 不 明 不明 白石窯 ロクロロ、露】合
ロクロロ、筋目、 筋 目単位 10～ ■、 におit 図版 33

15 SD5 底面 陶器 日・不明 不明 不 明 不明 瀬戸美濃 灰剤I 灰Th

5 SD5 堆 4J器 大鉢 休部破片 不明 不 明 不明 唐津 17c後 半～18c前半 上半露 1台、下半鉄釉 長石釉、箆hf文

底面 htJ器 不明 不明 岸窯系 飴釉 飴rl 図版 36

堆 阿器 碗 口～底 図版 38

底面 陶器 端反碗 口～底 /2 高台T瑞から内面露胎 口版 37

16 SD5 底面 llJ器 碗 体～底 不明 不明 高台下端から内面露胎 図チ阪39

水田区画 桝作よ 陶器 碗 体～底 不明 不明 高台内面露胎 図版 310

堆 lh4j器 け絹屯
日～体・不明 不明 不明 相馬 灰 釉 貫 入 図チ阪3コ

18 SD5 IE l・●器 鍋 日～体・不明 不明 不 明 不明 相馬 18～ 19c 白濁釉 白濁和 図版 312

12 SD5 底面 l●器 小主 回～底・ 2/3 堤 ? 19c前半 黒釉 黙和 底部外面露胎 図版 313

SD5 底面 陶器 幻明皿 回～底・ 2/3 堤 ? 鉄釉 鉄 rl、 火はね痕 内外面油分付着 図版 314

底面 htJ器 培烙 口～底・ 1/5 19c前 半 ? 飴剰, 飴釉 回版 315

」-5 底面 磁器 脚 ? 口～体・不明 不明 不明 不明 中国 染付 染付 図版 316

SD5 底 面 磁器 皿 底部・不明 不明 54 不明 肥前 染付 図版 319

底面 磁器 底部・不明 不明 不 明 不明 ユ剛 17c末～18c初 文字文 見込五弁花文

SD5 唯 磁器 続 ? 底部・不明 不明 不明 肥前 17～ 18c 楽付 楽付 日版 320

底面 五歌: 図版 317

口版 324

登録番号 赴 ifI T電男1 器 I● 部位・残存度 最大長 cn 最大 1扇 cm 最 厚 em 産 地 製作年代 特徴・備考 図版番号

底面 土製 S 土人形 頭部・不明 0) 堤 ? 18～ 19c? 仏 ? 図版 322

SD5 堆 七製覇 土人形 頭部正面・不明 3) 堤 ? 18～ 19c? 仏 ? 図版 321

SD5 底邑i 土製品 上鈴 紐部・不明 5) 堤 ? 18～ 19c? 図版 323

登録番号 遺楷 H土層 種 別 器種 部位・残存度 最大長 cm 最大幅 cn 最大厚 en 壼量 g 特徴・備考 図版番号

SD5 雄 石製品 砥石 破損・不明 (20) 一部擦痕有 図版 329

lH 石製品 砥石 ? 破損・ ツ2 (53) 擦面 3面、長期方向に擦痕 図版 328

27 K3 堆 石製品 砥石 破損・ 1/2 表瑛 ,側面に擦皮有、擦痕は長軸方向 図版 327

底 面 石製品 硯 破損・ 2/3 (88) 820 粘板岩 図版 330

SD5 底面 石製品 温石 ? 破損・ ツ2 995 粘板岩

SDS 底面 石 器 ビエスエスキーュ 完形 07 鉄石爽、一部稜練摩滅、付着物・獲熱痕なし 図版 325

寛永通宝 図版 333

底面 金属製品 古銭 完形 図版 334

汗作■ 金属製品 蹄鉄 完形 混入品 図版 332
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と考えられる動物の足跡が 1列確認された。

<水路跡 (SD5)> 水路は古期に伴うもので、新期の耕作土を掘 り上げた段階で、E31ラ インから調査区の東壁

にかけて検出された。E32ラ インでほぼ直角に T字状に交わる東西水路 (N-121° ―E)と南北水路からなり、

東西水路はやや蛇行 している。幅は、東西水路では 0.8～ 1,2m、 南北水路では約 1.2mである。深さは 0.2～ 0.3m

である。断面形は U字形を呈するが、底面には凹凸が頭著である。壁は比較的急に立ち上がり、一部は水流の影

響で壁がえぐられオーバーハングしている。堆積土は 1層 のみで部分的に多量の砂を合む。

東西水路内E32～ E35の位置で、2本の杭列と長さ lm前後の自然木 10数本を組み合わせた水利施設が検出された。

大きさは南北約 08m、 東西約 2mで、東西水路に対し長軸がほぼ平行するように設置されている。製作手順をみる

と、まず杭を 2列設置した後、同列内の杭間に径 10～ 20cmの川原石を配 し、その上に自然木を組み合わせている。

<遺物 > 区画からは肥前産磁器、相馬産陶器、蹄鉄などが出土 している。また水路内からは 163点 の遺物が出土

した。 17～ 19c前半の陶器 。磁器が多数を占め、特に 18cの ものが多い。肥前産磁器、相馬産陶器が多 く、他に

小野相馬産、大野相馬産、美濃産、唐津産、堤産、岸窯系の陶器が出土している。漆器や砥石、硯、土人形、古銭

なども出土 しており、同様の年代と考えられる。また中国産磁器、瀬戸美濃産陶器など 16c代に遡る資料が各 1

点見られる。他に中世陶器が 3点出土 している。

Ⅳ まとめ

。王ノ壇遺跡 5次調査では、土坑 1基、溝跡 4条、Ⅳ層水田跡が検出された。検出面は全てⅥ層上面である。

・基本層の内、 I・ Ⅱ層は水田耕作土である。またⅢ・ V層 も土質及び層相より水田耕作土である可能性が高い。

。遺構の年代については、SKlが 16c末 から 17c初頭、SDllよ 古墳時代まで遡る可能性も考えられるが、断定は

できない。SD2～ 4については、古墳時代から近世の間に位置付けられるが、1次調査 I区から検出された中世

における全体区画溝の延長方向に位置しており、これらに対応する可能性が高い。特に SD3に ついては、下層

に粘土層、上層に砂層という堆積状況が区画溝に類似する。Ⅳ層水田跡については、水田の有無により2時期の

変遷が認められた。水路の取り付 く古段階のものは 16c以 降につ くられ 19c前半頃には埋没 したものと考えら

れる。新段階のものは幕末頃に形成されたものと思われる。なお耕作土のみ検出のⅡ層水田跡は、明治以降のも

のである。

・水路跡から検出された水利施設については、T字形水路の合流部分に設置されている点や、杭、自然木が水路の

長軸に沿って配置されている点から、井堰であった可能性を指摘したい。

・遺物の多くは 16～ 19c前半を中心としたものである (表 2)。 特に 18～ 19cに集中し、相馬産、堤産の陶器が多

い。器種は碗、鍋、灯明皿等が出土 している。他に 16c瀬戸美濃産、 16c末 ～17c初頭志野産の陶器が各 1点

出土 している。磁器は陶器に比べ年代が古 く、17～ 18cの肥前産が多数を占める。4点 中 3点が皿である。他に

16c中 国産の端反皿が 1点出土している。

・他の遺物としては、漆器の碗、砥石、硯、土人形、古銭などがみられる。これらはいずれも水路内より出土して

おり、他の共伴遺物より 18～ 19cに 属する可能性が高い。

こまた 13～ 14cの 中世陶器が 3点 出土 しており、器種は悟鉢、鉢で、白石窯産など在地のものがみられる。他に

はピエスエスキーユ、凹石、非ロクロの土師器等が出土している。

表 1 出土遺物数量表
違構名 層位 上師器 須恵器 上師買土器 瓦質土器 瓦 陶器 磁器 剥片石器 礫石器 石製品 木製品 土製品 金属製品 古銭 合計

SKl 堆 2 1 ユ

SDl It l 2 2

SD2 唯 2 1 2 3

Ⅳ層水田跡

作上 l 4 t 6

水路跡
堆 ユ 3 l 1 6 4 2 6 l

底面 1 1 1 13 l 4 5 1 88

総 計 4 4 2 1 1 19 1 1 2 11 t



8.SD2完掘 SD4完掘 (引し東より 11,SD3断面 (調査区南壁)



図版 2 検出遺構 2
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図版 3 出土遺物



表 2 エノ壇遺跡第 5次調査Ⅳ層水田跡出土陶器 。磁器産地別年代別表

殺 白石窯 在地
中国
磁器
肥前

戸
濃
瀬
美
志野 美濃 岸窯系 唐津 相馬

野
馬
小
相

野
馬
大
相 児 堤 ? 不 明 計

13-14c ユ l 1 3

1 1 2

16-17c 1* 1

1 3

17-18c 6 2 8

18c 6 1 1 1

18-19c 1 1 2

1 3 1 5

不明 1 l 1 1 1

計 1 1 1 14 1 2 1 43 1 1 4 3 1

*こ の 1点のみ SKl出土。他は全てⅣ層水田跡出土
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